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流通機構 とどのように結びついているかを考えてみな くてはならない｡その点,南 タイの流通
経済で大 きな機能を果たしている ｢定期市｣現象に着 目してみるのは有効であろうと考える｡
そして,最後に個々の農家が強いられLている家計支出の内容を詳細に検討しておかねばならな
いC南 タイには,筆者の調査地のように,ムス リム村落が多 く,ザカ- トのような特異な家計
支出の二重目があるvjで注意を要するO
南 タイについては,かねてか ら地域経済の ｢豊かさ｣を論ずるのがふつ うになっているが,




について全般的な実態調査を行なった,ソソクラー県の ドーン ･キ レク部落 (戸数 296)で収
集したものである｡1)
本稿では多 くV?統計を駆使するが, これは, ド-ン ･キ レクの第 1宋落 (全15戸), 第 4衆
落 (全84戸), 第 5宋落 (全 104戸)の全世帯計 203世帯2)について行なった 数次におよぶ聞











Ⅰ ドー ン ･キレクの職業構成
ドー ン ･キレク部落は,自給 自足 目的で稲作を行ない,現金収入源としてゴム,畑作等に依
存する伝統的な農村である｡ 従って職業分化は未発達であり,農業以外の職業にはタイの農村
一般と同じく変化に乏しい｡その点,社会構成はいたって等質的である｡




1.農 業 経 営






表1は, ドーン ･キレクの各世帯の水田保有規模を調べたものである｡ 1戸平均保有規模は
表 1 水田保有規模
. r-. ナ ′ : - :二 二 :/-- :,.i-:

















リアン, 子供は その半分を 消費すると考えら










水田作 りは 9月 か ら10月に かけて行なわれ 表2 米収穫高統計 (1965年度)(単位 ‥リアソ)
る｢水田はすべて平地にある｡ 1ライの土地は 収 穫 高 世辞数 収 穫 高 集 計
およそ4区画におけられ,それぞれの区画は畔
で囲まれ ビン (bing) とよばれる｡ 水田作 りは
-'卜にひかせた幣 (khanthai)で雑草の生えた空
地を掘 り起 こし,水を入れ雑草を殺す｡ そして
水を出す｡ 2回 目の耕起は田植直前に行ない,
節で掘 り起 こした あと水を入れて杷 (khraat)
































































をかぶせて 2日置 くと発芽する｡ その間,苗代の耕起を 3回行ない,兜で雑草類を除去し,粗
種を撒き,そこでもう1回勲.を入れる｡ 7日もすれば芽が出尽 くす｡40日間放置すると田植で
3)梗米 :khaaw khuunuun,khaaw huanaa,khaawh〇〇m,khaawluLIkdeengyalaa,khaaw ch〇〇
campaa,khaaw saalii,khaaw naangman,khaalVnaangk〇〇ng,khaaw naangklaai,khaaw
kraa,khaaw chっ〇lamciak･khaaW luukdam baw･khaaw ruupluak,khaaw luukdeengbaw,
khaaw phumdoo･精米 :khaaw niaW dam,khaaW niaw deeng,khaaw niaw khaaw･ これらは
いずれも現地での俗称である｡
4)203世帯がそれぞれ何種煩の米を植えわけるかを調べたところ,以Tのような結果を得た｡
品種数 1 2 3 4 5 詣紘 ずを冬讃 計






鷲降 雨 日 数(日) 降 雨(mmi,i 農 業 サ イ ク ル ノー一〔稲作〕 〔ゴム〕 〔菜 園〕 i
123 13.65 138.040415I 上発雷 と準 ツ 断 食 月森 高 iメッカ巡礼出発
4 7.6 58.5 浮 雲 嘉 書芸 訂 .完 芸
5 14.3 135.0 植欄 蓋
6 ll.2 96.6 付 i
7 13.0 131.0 iム ロ ー ド祭
8 13.9 104.6 収穫揮 芸
9 2 収穫





田植は11月に行なわれる｡ 早苗抜き (th〇〇nklaa)は女性の仕事である｡ 苗を抜 き直径 10
cm ぐらいの束 (kam)にゆわえて,苗の先端をナイフで切る｡ 早苗抜きは粗を撒いてから60
日以内に行なわないといけない｡早苗を水田に運ぶのは男の仕事であるO






田植のあと稲刈 りまで3カ月 (時として4カ月) である｡ 刈入れは, 毎年 2月に行なわれ
る｡ 特殊な用具 (kE)を用い穂先だけをつみとり,200本 ぐらいを1東にたばねて リアンを作




蒔師に依頼して吉日を選び, 当 日 ｢稲束ねの儀礼 (phithiphuukkhaaw)｣を専門家にして
もらわねばならない｡
刈入れの終わった田には牛を入れ,稲茎を食べさせ放牧に利用する｡脱穀は,かつては,そ






村民は,畑作,林業等水田耕作以外の土地利用を t`ham suan日 と総称する｡sLlal地経済
紘,ゴム,畑作,果樹 (各種邦子を含む)の≡様に大別されうる｡
イ)ゴ ム






























































































矢野 :南 タ (農村の経済生活
写真 7 きんま畑｡きんま葉をもいで,東にして 写真8 一つの野菜畑に各種作物が委ねて植えら
市場で売るのは古い世代の女性の仕事で れている情景｡
ある｡
としている｡村民は, ゴムの品質を,｢1kgのラテックス (namyaang)を得 るためにタップ
しなければな らない本数｣ を規準にして判断する｡ い うまでもな く,その数値が少ないほ ど良
質であるが, ドーン ･キ レク平均は 146本である｡5)
ゴムの将来性は必ずしも明るくほないにもかかわ らず,村民のゴムにかける期待は依然大 き
いっ6) 遠隔地に無断耕作で土地が獲得 され ると,たいていゴムが植えられるo表 4のかっこに
入った数字,すなわち幼木所有は大部分が新規に獲得 された土地に植えられたケースである｡
ゴムの種子は,毎年 とれるが,それを庭の空地に芽の出る部分を上にして 1年間放 置する,
約 1mに成長 したときに, 目的の Suan地に 30cm 四方,深 さ 15cm の四角な穴を 1ワー
の間隔に掘 り,そ こに移植するO初年 目には牛糞を 2-3カ月 ごとに苗の周囲に施すo地質の
良い所で移植後 7年,悪い所 で10-12年 目か らタッピングが可能になる(
タッピングは 1年を通 じて行 なうことはできない｡雨を避けねばな らないし, また4月, 5
月の乾 暑季直後にはラテックスはほとんど出ない｡
ゴム生産に必要 な用具 としてほ, タッピングナイフ (mittatyaang), 木に差 し込みゴム
液の流路をつ くる金具 (thっ〇),ゴム液を固めるのにつか う四角い容器 (takong)などが基本的


























二____ 二二二_二二_ __二二 二__二_ 二 を有せず稲田のみを利用するもの40世帯という
両 横 (ライ) L 世 帯 数 結果をみた｡畑作地面横規模は表 5の通 りで,





























〝ー｢~~､~ kwaalOO個 5バーツ),すいか (teengmoo1
玉1-2バーツ),とうもろこし (khaawphootlo奉/2バーツ),長英豆 (thuafakyaaw),








1種類47戸, 2種類33戸, 3種板12戸,畑作を行なわない 9戸 という結果を得た｡ 1甘 頃しか
植えないケースが過半数を占めることが これでわかる｡ この 1種類 しか畑作作物を憶えない47
世帯が何を植えたかを調べてみると,きゅうり29件,きんま14件, とうもろこし1件,すいか
1件, さとうきび 1件,長英豆 1件 となった.
かつて,村の畑作の中心は圧倒的にきんま菓栽培であったが,べ テル ナ ッ トの風習が タイ全
土で衰退 してい くにつれて,畑作の比重は野菜栽培のほうに傾いていっている｡表 6は,先の
104世帯の戸主に, 今後植えたいと思 う畑作作物を訊ねた結果である｡きんまへの関心が薄れ
ていることが これでよくわかる｡
表 6 畑作作物の市場価値についての農民の評価 (104名面接)
A) ｢もっともよく売れる作物は何か｣ B) ｢将来植えたいと考える作物二三いすか｣
にたいする解答 にたいする解答














































野菜の栽培方法にみる特徴 としては,瓜類を植えている同じ畑に少 し時期をず らして芋類を
植え,さらに芋の次に長英豆を植え,同 じ畑で時期を重複 させあわせて三様の産品を得るとい








ド-ソ ･キ レクには約20種類の果樹を数えることができるが,いうまでもな く,村 民 Jj意 識




















不 ~ r 読1 15 ･ 7.4








る (写真 9)｡ 脱草を心掛け, 初めの2-3年
khayaを根元に置 く｡ 7年 目から採実が可能
となる0
その他の郁子類としては, 砂糖榔子 (taan)と横榔樹 (maak)が多 く見うけられるo 砂糖
郁子は,果実が2個 1バーツで売れるし,樹液を煮つめて郁子糖をつくった り･樹液を発酵さ
せて郁子酒をつくった りもできて重宝がられている｡楕榔樹からは,ベテルナッ ト (50個1バ
ーツ)を採る｡ これは,市場商品となるばか りでなく,儀式祭礼で各種の用途に用いられ･村
民の生活に不可欠である｡
その他意図的に栽培される果樹に, バナナ (kuailO0本 8バーツ),パイナップル (Sappa-
rotl個0.5バ-ツ), 各種柑橘類 (som), パパイア (malak〇〇1個0･5バ-ツ)･ライム果



























10)｡ 放牧の場所は, 季節 (米作サイクル)に
応 じて変えねばならない,牛の交配は意図的に
は行なわれないO
鶏は 放し飼いで あ り, 食餌は ほとんど与え
表 8 牛所有頭数統計












はココ郁子の果肉を与える｡ 食用 (肉 ･卵 とも),換金が飼育の目的である｡ ひなをかえらせ
るためには,竹で特殊な巣を作 り,一覧に15個を15-20日間抱かせ,その間毎 日くず米あるい
は残飯を拝にやる｡
村民の行なう魚 揺 りの風習はふた通 りのや り方にわかれる.一つは雨季の開始後,雨季明け
にかけて村内各地の水田 ･溝 ･水たまりで行なわれる魚釣 り(tokbet)ともう一つは村から7
- 8キロ離れた川の河口付近で,随時,行なわれる魚採 り (baaplaa)である｡いずれも自家
















がなされる｡ 3人は, 7日間交替で精米所の管理にあた り,収益は毎日記録し,平等に分割す




次に,セメン トを用いてブロック,土管などをつ くるセメン ト工事師 (38才)が 1人いる0




















ある｡ また他の部落からも依廟があると車を提供 している｡ 自動車税その他 1,350バーツを徴
収 されるが,月に300-800バーツの安定 した収入を得ている｡
理髪師が 1名いる｡松葉杖の必要なびっ この男 (36才)で農業に従事できないため,村民の




5-6バーツを得る｡ この能力をもった女性は,村全体で 15,6人はいるが,すべてが安定 し
た顧客をもっているわけではなく,せいぜい4-5人が,月づき100バーツの収入をあげるに
す ぎない｡仕立師が村で最初に出現 したのほ20年前の ことであったが,それ以来若い女性にと
っていわば憧れの的とな り,多 くの未婚女性が仕立見習いのため古 くからの仕立師の家に通 う
ようになっている｡ 一つの例では, 10人の弟子をとり, 1人 500バ-ツの謝礼をとり (頭金
250バ-ツ),3-4カ月実習指導を行なっているものがいる｡仕立師のもう一つの副収入源 と
して,結婚式の衣裳の賃貸 しがある｡ 1回 100バーツで華麗な衣裳を貸 している｡
最後に,職種の性格 としては必ずしも新 しいものではないが,外界 との接触が深 まると共に
ドーン ･キ レクにも導入 された,いわば先例のなかった職業 として, ココ郁子の実を猿にもが
せる猿づかいがある｡猿をつかいうるのは村




ている｡ ドーン ･キ レクの内外から月に4-
5回の依頼があ り, 1回30-45バーツの収入
になるというC 猿は,すでにしつけられてい




のの 2匹であるO この種の猿は,主 としてパターニ-地方から求めることができる｡
(2) 伝統的な職種
ここで伝統的 というとき,別に深い意味はなく,かな り古 くから村に見られるという歴史の
長 さを問題にしているにすぎない｡
村に1軒小間物店がある｡46才の未亡人が経営に専念 しているO表21(p.475)に掲げた物











































て 1回 5-100バーツの謝礼を得る｡収入の機会は,祈蘭により厄払いをする場合 と病気治療










4- 5人いる｡ また,60才以上の老人のなかには, ざるや水 くみ容器 (maataknan)など
を作って定期市で売 り,月に20-60バ-ツの収入を得るものもいる｡さらには, 自己所有地に
砂地がある場合に砂を売るものが 1-2人 (トラック1台15バーツ), 森を有するもので材木
を切って汽車の燃料に売るものが 6- 7人いる (1m立方積んで23バーツ)｡
もう一つ重視できない収入源として,各種の労働提供がある｡家の建築等の協同作業に人手
を借 りる場合に, 近い親類でないときには 1日10バ-ツの 謝礼を支払う習慣が 確立 されてい
る｡また,産婦や病人の看護等に女手を借 りるときも同様である｡ この種の労働提供によって
生計をたてている男が 1人いる｡他の村から流れて来た男だが,土地をまった く保有せず,親
類の家に寄食しなが ら,他家に労働力を提供 して暮 らしている｡村でただ 1人の ｢貧者Dため
のザカ- ト｣の被与者でもあるO
その他, 各種の特殊儀礼能力で収入を得ることもあ りうる｡ これについては 第1Ⅱ章 一こ触れ
る｡































過去50年, ドー ン ･キレクの経済はゴム栽培を軸として展開してきたのであ り,ゴム林を所有
することは常識化してきたからである｡
以上の事柄をまとめて図で表わすと以下の通 りとなる (図1)｡
,-純 農 家 (164)-
】 r 般的兼業 (30ト
⊇･_兼業廉家 ｡38,+ 分業化兼業 (5,i
L/蒜 殊 兼 業 (3)-
T ゴム園保有世帯 (131)
A-ゴム園無保有世帯 (72)




























第3に,非伝統的職種の発生のプロセスが注 目に値する｡セメン ト工事師の場令, ドー ン ･
キ レク出身で,両親が豊かな土地保有に恵まれLてお り,しかもその一人息子として土地に依存











△ -○ ○ - ▲ 第 1世代
▲ ○ -▲ 第 2世代




表9 ドー ン ･キレク村民の月間収入統計 (単位 :バーツ)


































































表10 ゴム園所 有世帯の月間収入統計 (単位 :バー ツ)
A) 月収最高額に基づく算定













































ここで,本章を閉じるにあたって, 最後に ドーン ･キレクの各世帯の現金収入の水準を203
世帯について簡単にみておこう｡もっぱら季節的作物に依存して収入を得ている以上は,月間







ここで ｢定期市｣ と村民との関わ りに目を転じてみよう｡
Ⅱ 定期 市 の 経 済
1. 定期市のしくみ




















南タイ農村部の定期市現象は, 次のような特徴をもっている｡ 第1に, 分布上の特徴とし


































第 5に,定期市は物資集散の効率が高 く,いったん成功裡に成立 した場合には,農民からの
産品供給をほとんど吸収し,しかも農民の購買意欲をほほ完全に満たしうるだけD商品幅を備
えうる点, 都市市場に準ずる高度の市場機能を果たしうる｡ それだけに,週にわずか一,二度
開かれるだけとはいえ,農民の貨幣経済依存度は自然 と高 まり,消費性向の上昇 と共にかれ ら
の生活様式まで変えられていく契機 ともなるのである｡
南 タイにおける定期市の歴史は,実はさほど古 くない｡ ソンクラ-県レ⊃場合,貨幣経済自体





ンの発達 と不可分に 結びつ く現象であるO 将来, コミュニケーションが さらに発達 した段階
で,農村部の定期市が都市市場 と共存しうるかどうかはまだ未知の事柄である｡都市に極端に




るo Lかし,定期市 自体の歴史が浅いため, この点はむしろ今後見つめて行かねばならない問
題てあろう.
定期市一般についての考察はこの辺に留めて, ドーン ･キ レク住民の定期市参加の態様をみ
てみたい｡
ドーン ･キレク住民の参加する定期市は,部落から 4km 離れたクアンヒンで開かれる ｢ク
アンヒソ定期市 (talaatnatkhuanhin)｣ である｡毎週火曜 日と金曜 日に開かれ,火曜 日のが
主であ り,金曜 日のが従である｡ クアンヒソ定期市は,パウォン行政村に含まれる7部落と行
政村外の二,二の部落を人口吸収範囲に収めている (図3参照)｡ その範囲は, せいぜい遠 く
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図4 クアンヒン定期市排列概念図
市場し/)配列は図 4の通 りであ り, ゴ ム, 野菜等を求める仲買人は正式区画外 (図中のAの地
忠)で取 り引きを行なうー ド-ソ ･キ レク住民は,仲買人に農産物を売 り,現金を入手 したあ
と,郡市および遠隔他郡より来ている物売 りから生活必需品を求めで帰村する｢定期市は,た
んに経済的取 r'J7引きの場 として重要なだけでなく,多 くの村民にとっては菓子などを買い食い
した り,珍しい商品を入手 した り,非 日常的な楽しみを得る機会でもある｡
465
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2. ドー ン ･キ レク住民の定期市依存度
表11は, ド-ソ ･キ レク村民の市場利用の趨勢を示 したものであるo これによって, ドーソ
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表11･12から, クアンヒソ定期市が ドーン ･





ン ･キ レクの第 5衆落 (もっとも戸数が多 く,
ドーン ･キ レクの中心をなす)の 全戸数計 104
世帯が, クアンヒソ定期市にどのように参加 したかを,その直後に,詳細な聞き取 り調査を行
なって調べてみたOその結果,次のような結果が得 られたO
まず,当 日クアンヒソ定期市に行ったものは, 104サンプル中93世帯で,残 る11世帯が参加
していない｡ しか し,その11世帯のうち 6軒は,人に依頼 して物を買ってきてもらっているの
で,厳密な意味で当 日定期市を利用 したのは,全体の95.2%に相当する99世帯 となる｡行かな
かった11世帯をみると,そのうち3軒は クアンヒン定期市を通常利用 しない世帯であ り,残 る
8世帯は,過去 2-3カ月行っていないと答えたもの 4戸,過去 1カ月ほど行っていないもの
2戸,金曜 日の定期市を通常利用するもの 1戸,当 日たまたま行かなかったもの1戸, とわか
れた｡
次は,当 日定期市に赴いた93戸が どのような市場活動を行なったかを調べてみたO まずその
日になんらかの物品を売ったものは82戸であ り,売 り品 目数別にこれを表示すると衰13のよう


















ないもの 7戸,ひと月近 く売っていないもの 1
戸,売る必要のないもの,つまり親族の与える











れを行なっている〔品 目数別にわけてみると表14の通 りとな り,平均購入品目数は6.5品 目と
なる(
ド-ン ･キ レク村民の行なった売 り･買いのデ-タをもっと詳 しくみよう｡まず売 りのほう
だが,先の表13で当 日売 られた品目ののべ総件数が 108件になることがわかる(その 108件の







のが表15である｡ これをみると, やは りゴムの売 りがいちばん多 く, それに次いできんま葉
(plluu)が多 く, ココ郁子の実がそれに次いでいる｡売 り1件当 りの金額でも,例外的な品 目
は別 として, ゴムの 1件56.1バ-ツが圧倒的に高 く,やは りきんま葉の27.2バ-ツがそれに次
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1-9バーツが43戸でもっとも多 く, 10-19がそれに次いでいる｡ 99世帯全体での消費金額
は 1,320バ-ツである｡そして1戸当 り平均消費額は,13.3バ-ツとなる〔















現金収入をあげているのが目立つ (その4戸の剰余収益はそれぞれ 103/ミ-ツ, 127/ミー ソ,
134.5バ-ツ,172バ-ツであった)｡
ここで,各世帯が定期市でどのような売 り買いをなしたかを具体的に知るために,筆者の集
めた全 104サンプルの中から参考までに 5戸を選んで, 当日の市場活動の 態様を示してみよ
う｡
例 1:売り買い同額のケース (仝 1例)




例 2 :売り金額以上 に 消費したケース (全16例 より)
売 り す い か 20個




















バ ス 乗 車 賃
例3:売 り上げを使い残したケース A (100パーツ以下)
売 り き ゅ う り 1かご
ココ邦 子 の実 11個















売 り コ ム 16キ ロ











































売 り買い品 目については先にも簡単に触れたが,売 り品 目のほうは,い うまでもな く季節に
応 じて変化する〔ある時期には,ゴムのタッピングが不可能 となるため, ゴムの売 りはなくな
る｡ その他農業サイクルに応 じた品 目の変化 ･増減が見 られ るっ買いの品 目数に世帯別にかな
りの差があることは 表14で知 られるが, 基本的な品 目は どの世帯でも 共通 して買い求めてい
る｡たとえば,鮮魚,定,砂糖,菓子,カピー,ね ぎ,にんに くなどの6-7品 目は多 くの世
帯の購入品 目に共通して含まれている〔買い品 目の中に,化学肥料などが含まれ るのが近年の
特徴であるが,それ と同時に後にも触れるように,まだ ごく例外的ではあれ,バナナ等の果実
や肉類 まで購入 されるようになってきたのは注 目に値する｢定期市参加が習慣化することによ
って,伝統的な 自給 白星経済からの離脱に向かうのはいわば必然的な現象であろう｡
以上で, ドーン ･キ レク住民の経済生活に
とって, クアンヒン定期市がいかに大 きな比








写真19 ノ､ジャイ市の公営市場O ドー ン.キレク
村民も時/,･立ち並ぶことがある｡
←ン ･キ レクから 15km 離れた地点にある人口約 4万の郡市であ り, 南 タイ随一の物資集散










ほ とん ど 隔 週



















ている〔 この町はゴムの集散地 として発達 して
きただけに,現在でもゴムの集荷は活発に行な
われてお り,ゴム仲買専門店が 8軒所在 してい
る〔 ドーン ･キ レク村民がバスを利用 して-ジ
ャイに赴 き,公共市場 で農畜産物を売った り,
ゴム仲 買店に直接 ゴムを持参した りすることは
技術的に可能である【








量手許にある場合には, むしろ -ジャイで売却 したほうが 利回 りが大きいということになる
(たとえは, ゴムはクアンヒソ定期市では 1kg7バーツだが, -ジャイでは少なくとも7.20
バーツで売ることができる)0













ⅠⅡ 家計支出の諸･局面 (1)- 一般消費項 目
前述のような定期市 との接触の深まりほ,当然に貨幣経済依存度の高まりを招 くのであ り,
















とりあえず, ドーン ･キ レクの諸世帯の家計支出がどういう態様を示すのか,いくつかの項
目にあげて検討してみたい｡
1. 一 般 家 計 費
(1) まず食費支出である｡ ドーン ･キ レクの住民は原則として1日2食を守っている､日
没時に採る夕食が, 1日のもっともだいじな食事と考えられているO米飯 (khaaw su?i〕･ケ
ーソ (kEEng)･ナムプリック (namprik)･水 (nan),がごく基本的な献立の組み合わせであ
るo
米を購入する世帯を, 203世帯中に13世帯を数えるが,その内 3軒は米作を行なわないもの
であ り (前出), 8軒は不作のため一時的に米の購入を強いられたもの, 残る2軒は新世帯で
水田耕作の最初の年に当た り,これも臨時に米の購入を余儀なくされているもβである一光の
定期市での値は,201)ッ トル28バーツである｡
ケ-ソ (カレーといってよかろう) は, ド-ン ･キレクでは 伝統的に唯一の副食として親
しまれてきたが, 現在でもほとんど毎 日供せられている( ケーソを作るには, レモングラス
(takhrai),葺責 (khamin),タマリン ドの英果 (sollllakhaam),唐辛子,ねぎ,にんにく,














その他副食として付 されるものに,煮魚 (plaatom),干魚 (plaahEeng),塩魚 Lplaaken),


















装身具としてほ,既婚女性は金製のイア 1)ソグ,首飾 り,ベル トなどを着用する.おおむね
結婚の時の婿資金で買ったものである,男性は,装身具を必要 としないが,ただ腕時計 とサソ

























表22は , ここで調査対象 としている203世帯が
ミシン, 自転車, 時計 (腕時計を除 く),腕時
計,ラジオを どれだけ所有 しているかを調べた









用いな くてはならない｡ 1台 1,000/ミー ツする









3.50 食 器 磨











醤 1.00 ノ ト 0.50
鴨 卵 0.50 き ざ み 煙 草 3.00
にんに く塩 漬 1.25 熱 さ ま し 薬 :0.50




白 粉 1.00 ラ イ タ ー 油 1.50
鹸 3.00 傘 9.00








0.50 石 灰 3.50
0.50 ラテ ックス容器 4.00





それか らもうーっ, "khanom cin" とい う麺類 (村の宗教関係の儀礼に不可欠である)を
作 る器械 ｢カボー ,7･カノムチ-ン (krab〇〇kkhanomcin)｣がやは り大切な耐久消費財であ





















































(4) 次に教育支出がある｡ ド-ン ･キレクでは初等教育 (pratom saksaa) より上の公的
教育施設に学ぶものはいない｡初等教育は4年制 (調査当時)の ド-ン ･キレク初等学校で行
なわれ,村から約 140名の児童が,他の三つの仏教部落から来る児童と共学しているO鉛筆と
ノ- トなど学用品購入費と通学用の服装 (シャツとスカ- ト,半ズボン等)に多少の費用がか
かる｡この他,ムス リム部落である ドー ン ･キ レクでは,教育支出として,あと二つの支出を
考えてお く必要がある｡一つは,初等教育をおえた子供たちに宗教教育を施す慣行があ り (辛





(5) 次に衛生支出がある｡ ドー ン ･キレクの衛生状態は極度に悪 く,マラリア,肺結核,
熱帯性皮膚病,細菌性腸炎,眼病,各種寄生虫病など多 くの症状が得られる｡しかし,ここに
は病院も診療所もなく,近代医学の恩恵は及んでいない｡ 近代的な診療機関は,それぞれ15キ
ロ離れたソンクラー市および-ジャイ市に行かねば得られない｡ ドー ン ･キレク住民は,心理
的な不適応の故にそれらの病院を忌避しがちであ り,村に伝統的に伝わっている治療法,すな





方に 5-100バーツの料金をとっている｡ アラビア語の呪文 (kaan-riakpit) と "yaakEE
phisung" と称する薬を用いて行なう, 毒蛇に噛まれた場合の対処療法がもっとも高 く,25-
100バ-ツであるO マラリア治療の場合は, ‥yaakegkhairっ〇ipeEt" と称する煎じ薬 と精
16)通常,以下の11種の病気にたいして投薬を行なうことができる｡これでもって,村民の有する病気につ
いての知識度が想像されうる｡ (1)熱 (khaithammadaa), (2)マラリア (khaipaa),(3)貧
血 ･卒中 (lom),(4)下痢 (ahiwaa),(5)疲労 ･だるさ (mdai),(6)痛み (cep),(7)血止め










売薬は,胃腸病 ･疲労回復 ･婦人病 ･眼病
などのためのものが好んで買われているが,










の不 自由なある男 (前出)が 自宅の床下で散髪する (tatpl10m) ことを始めてからというも
の,その男あるいは定期市の安ごとにクアンヒソで店開きする散髪屋などを利用するものが増
え出している｡17) 石鹸を水浴びのときに用いることも,最近の流行であるっ
(61 次に,娯楽堵好品関係支出がある｡ ドーン ･キ レクのほとんどすべての成人男性は喫










れた臨 時の茶店で1-2バ-ツの予算で氷や菓子または料理 (khaawyam など)を楽しむ｡
時には,仏教徒の祭 日に参加して,闘牛などを楽 しむこともあるっ闘牛と並んで開放と闘鶏も







(7) 家計支出の最後の項 目は,以上の諸項 目には収まらない諸雑費である.これには,た
とえば他の家のビセソやカボ-ク･カノムチ-ソを借用するときの使用料 (ビセソほゴム1kg
につき25サタン,カボーク ･カノムチ-ンほ1回3バーツが相場)辛,米の脱穀賃 (20リッ ト
ル50サタン),猿にココ郁子をもいでもらう費用 (100個15バ-ツ)が含まれる｡その他,多 く
の謝礼支出が考えられる｡ 稲米儀礼 (たとえば米束ね "phuukkhaawHの儀式) の謝礼18)
(1回2バーツ), 精霊祈稿師に結婚の日合わせや家を建てる (yokbaan)吉 日選びをしても
らう費用 またその他の祈蒔 (病気に関係しない)をしてもらう費用 (1回5-10バーツ), ま
た土地の名儀変えや借用書の立会人としてカムナンや部落長に立ち会ってもらう謝礼 (当該件
案の金額の1割), また緊急に人手が欲しくなった時に 労働力を提供してもらう謝礼 (1日10
バIヅ),などがそれである,その他,定期市に行 く時,また町に出る時のバス賃 (2バーツ)
もここに含まれよう｡













肥料, 特に金肥の使用は最近目立って増えてきているO 金肥には, ソソクラーの輸入商人
から入手できる化学肥料 (puuiwithayasaat) とパタルソ県 から出荷される煽将の糞 (khi
khawsaison)および魚粉 (kreepkung一直訳すれば ｢えびの皮｣)がある,後二者は石油缶1










第 2に,土地の賃借であるが, これについては,別 vj機会に詳説した19-のでここでは省略し
よう｡
Ⅳ 家計支出の諸局面 (2)- 公共的支出
ここで一般的消費を離れて,公共的支出のほうをみてみよう〔公共的義務 として忌:rLiLえな
い支出項 目のなかには, (1)税金, (2)ザカー ト, (3)その他の公共支出,の三つJj大
きな項 目が考えられよう〔
まず税金であるが,ドーン ･キレク村民が納付する税種は地方開発税(paasiibamrLlnthoon-
thii) である〔 土地を保有するものは,県の委員会の決める課税基準に従って毎年 この税を納


















































ザカ- ト (Zakat)であ り, もう一つはザカー










ザカー トは,これが また村民の通念上 2種にわけられる｡すなわち毎年の稲作収量の1割を
納付するザカー ト･カーウ (zakatkhaaw)と, 1年間貯金を続けた場合にその金額の2.5%
をイマムに提供するザカ- Tl･ビア (Zakatbia)の2種である｡ザカ- ト･カ-ウは,毎年 4
月,稲刈 り終了後にイマムの自宅に持参されるか,もしくはイマムの妻が村中の各戸を訪問し
て受け取 らればならないO米の収量の計算単位は リアソ 22)であるoイマムは,世帯主の行なう







ー トを集め,再分配する機能は果たしえず,従って,後に述べるフイ トロと同様,ザカ- トを
徴収しかつ処分するのは各村落のイマムの任務である｡ ドーソ ･キレクのイマムは,米作を行
なわず,ザカー ト･カーサに依存して生活しているo
ザカー ト･カ-ウのもう一つの施与対象として,各地のポノの教師 (to-khruu)がある｡ ド



























このうち ド-ン ･キ レクに現存する範腿は,1) と 2)と 3)の3種である｡23) 1) の ｢ムス
リムに改宗した仏教徒｣は村全体 としては8世帯を数えるが,そのうちわずか 1世帯 しか施与
の対象と考えられていない, その理由は, 他の 7世帯は祈宿 (mayan)の義務を 守 らないか
ら,とされている｡ 2) の ｢貧困なるものに｣適合するものは,土地等を まった く有せず,他
家の労働を手伝って手間賃を得て生計をたてている男ただ 1人である(
ザカ- ト･フイ トロの徴収は, 断食月の第27日の朝から第28日の朝にかけて, 中央衆落の
マサジッ トおよびその他の衆落のバライ (小所蔵堂)において マサジッ ト委員 (kammakaan
matsajit)に よって行なわれるO これは一つの儀礼として厳密なル-ルに従って行なわれる｡
通常のザカー トと違い, ザカー ト･フイ トロは脱穀ずみの白米 (khaaw saan)で納付 されね
ばならない｡納付量は3バーツ相当の米であ り,金納も許されるOザカー ト･フイ トロも,柄


























































類する支出としては,墓地 (kubo)の維持 ･管理の費用がある｡ 宗教に関係しない公共支出と
してほ,たとえば県衛生局の指導によって,井戸や便所の改善が求められる場合など新式の設
備に費用がかかるし,人 口調査や土地保有調査などが行なわれるときにも,調査を直接担当す
る村の世話役が事務費として, 1戸 2バーツ程度の支出を求めることもある｡ また, 村内の




表25は, ド-ソ ･キレクの第 1,第 5の2衆落計 119世帯の全世帯に, 1年間に現金とザカ





















公共支出の一部に 含めて考えるべき もう一つの支出項 目に, 儀式参加の都度に 支払われる









ってきていて, 3-10バ-ツを ｢タンブソ｣ として手渡すことが多 くなっている (筆者の観察
したある祝宴の例では,祝宴終了後その家に ｢タンブソ｣ として施 された総費を計算 してみた
ら,およそ現金 400バーツ,米 200リッ トルであった)o 葬式, それにメッカ巡 礼c)資金集め




消費態様の検討はこの くらいにして, ここで貯蓄 (kaan-keptangもしくは bia)のなされ
方をみてみよう｡定期市での収支の態様が暗示するように,貯蓄は多 くの世帯において行なわ
れている｡貯蓄は,それ 自体が 目的となることはな く,必ず具体的な大量支出の目標を二予定 し
て行なわれる｡25)村民のもつ 目的意識は,いたって具体的であ り,いたって強固である-
大 口の現金支出が必要 となる機会にはい くつか考えられるっ第 1に,家の新築 ･改築がある｡
これには,屋内に部屋を新造する場合 も含めて考えていいo部屋を新 造するのに最低 2,000バ
ーツ,家の新築になれば20,000,I-ツ程度の支出を予定 しな くてはならない｡第 2に.土地Jj購
入がある｡もはや ドーン ･キ レクの周辺に喪主の無断耕作可能な土地を求めることはてきず,




ためもしくは蓄財の 目的で,売 りの希望がある場合に, 1-3頭程度の牛の取引きは日常的に
行なわれる｡ 1頭500-900バーツの見当で売 り買いがなされる｢
第 4に,イスラム特有の儀礼のための費用準備がある｡たとえば,もしメッカ巡礼を予定す
れば,どうしても, 1人6,000-7,000バ-ツは自己準備金 として貯金しな くてはならない - ま
た, 婚礼の場合, もし正式に, 家入 りの儀式などを伴 う祝宴を行なうとすれば, 婿資金以外
に 2,000-5,000バ-ツの一時支出が必要 となるO か りに 祝宴を行なわず略式の ｢ニ7u1)みの
結婚｣で済 ますとしても,婿資金の支払いを拒む ことはできないO 婿資金は,初婚で2,000-

























牛 を 売 る
大 工 仕 事 を す る






















借 りられている,28) 借用年限は2-3年がふつうである｡ 抵当が設定される土地は, 水田か
suan地か一概には決まらない. また抵当面積 と借用金硫とが比例するものでもなく,土地の
条件および貸借がなされる人間関係いかんで柔軟に決められている｡
























牛 とゴムとを売るとして 5年はかかるとみる｣ とされている,
貯金 といっても銀行の利用度は皆無に等しい｡その原因の一つは,無知である(203の世帯












そこで, ド-ン ･キレクでの貯金は,自宅のもっとも安全 と考えられる場所に現金を隠す,
という形で行なわれるo手持ち金庫はあまり普及しないっなぜなら,金庫自体高価なうえ,金
庫ごと盗 まれる可能性が少なくないからであるOそこで,ふつうは竹の筒あるいは紙箱に入れ
























する｡ 第 2に,商品価値をもった作物品目が変わってくるため,suan地 (畑地 ･林地)の保
有度の多寡が重大な問題になる｡従って,ほては,わずかな規模の水田しか保有しない世帯が

















































































定期市現象の歴史はまだ浅い｡ ドー ン ･キレク住民が定期市となじんだのも,まだわずか過
去20年のことなのである｡定期市一般がどのような将来性をもっているかについては,南タイ
の諸官庁の識者のあいだでも意見はわかれている｡ 二つの見解が 対立している｡一つの見解
紘,定期市を都市と農村とをつなぐ結節点として今後とも有効とみる｡もう一つの見方による
と,今後コミュニケーションの発達によって,農村は別の経路で都市と直結されて,定期市は
役割を失うとみる｡ いずれの見方が正しいかは,今後の歴史をあと少なくとも25年は眺め続け
ることによって判定できるだろう｡南タイにおける定期市現象を今後長期にフォローする努力
紘,筆者個人の課題に留まるべきではなく,タイの経済機構に関心あるものすべての共通の課
題にならなくてはならない｡
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